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2012 年 5 月 1～3 日 ､ダラス・コンベンションセンター､テキサス州ダラス､www.FMl.org 

 

2012 FMI イベントは食品マーケティング協会によって主催され、NaylorCMG によって管理さ

れます（以下まとめて「FMI」と呼びます）。 

 

1. 申請書を 2011 年 9 月 30 日より前に提出する場合、合計スペースレンタル費用の 50%を内

金として申請と同時に支払い、残額を 2011 年 9 月 30 日までに支払わなければなりません。

申請書を 2011 年 10 月 1 日以降に提出する場合は、 スペースレンタル費用の全額を申請と

同時に支払わなければなりません。最小ブースサイズ は 100 平方フィートです。 

2. 2011 年 9 月 30 日の営業終了時刻までに全額が支払われない展示スペースは、 ショー管理

部の裁量により再び割り当てるか、キャンセル扱いとすることができ、内金は返金しない

ものとします。出展者は全額を支払わない限り、ブースを設置することは許されません。 

3. キャンセルに関する規定： 貴社の申請書が受領されて展示スペースが割り当てられたら、

貴社はこの展示スペースの契約を結んだことになります。展示スペース予約をキャンセル

する出展者/参加者は、以下に記載するキャンセル料を支払わなければなりません。FMI

はこれらのキャンセル料を､キャンセルした出展者の参加を準備するために発生した管理

費､およびブースの再販を試みる際に発生するであろう管理費に充当することができます。

キャンセルは以下の規定に従い､書面で行うものとします。 

•  2011 年 9 月 30 日以前に受領したキャンセルおよびブースサイズ縮小について、キャン

セル料は最初のブース合計価格の 30%とします。 

•  2011 年 9 月 30 日以後のキャンセルおよびブースサイズ縮小について、支払われた展示

スペース費用は返金されません。後でキャンセルされたスペースが再販された場合も同

様とします。 

•  キャンセルの手続が行われたら、無料登録証は無効となります。 

4. 出展者が記載されているコンベンションの規定を順守しない場合、FMI と出展者との間で

結ばれた契約は解除されます。博覧会規定は FMI と出展者との間で結ばれた契約の一部を

なします。それゆえ出展者の側でこれらの規定を順守しない場合は、契約の不履行とみな

され、契約は解除されます。このようにして契約が解除された場合、出展者はスペースレ

ンタルに支払った金額の権利を失います。これは FMI が当該スペースを別途リースするか

否かに関わらないものとします。 

5. FMI は､商品またはサービスの陳列が FMI の意見で展示の一般的性格および目的に合致し

ていないと思われる企業に対して、展示スペースのレンタルを拒否する権利を留保します。

セックス関連材料および麻薬道具の陳列および配布は、FMI により博覧会の一般的性格お

よび目的に合致していないと見なされます。一般に､販売業者､ 卸業者､問屋および仲介業

者は展示スペースを購入する資格がありません。 

6. 出展者は FMI から書面で許可を得ない限り、割り当てられたスペースを他の事業または会

社 (親会社または子会社は除く)に譲渡し､ また貸しし､または共同使用させてはなりませ

ん。出展しない会社の物品が出展者の陳列の運営または実演に必要とされる場合は、この

規則および規定 
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ような物品の表示は日常的な業務において一般に販売に使用している通常の銘板､ 刷り込

み､ または商標に限られます。各出展者には最小ブースサイズにつき 1 件のショーガイド

掲載が与えられます。 

7. スペースの割当ては可能な限り FMI により、出展者が指定した優先順位を考慮して行われ

ます。ただし FMI はすべてのスペース割当てを最終的に決定する権利を留保します。 FMI

は、スペース処理の結果を反映して展示スペース全体の調整を図ることが必要になること

があります。このような調整はすべての参加者にとって最善のイベントを期して行われま

す。FMI は、締結された展示スペース契約書で指定されたものとは異なる比較可能なスペ

ースに出展者を移す権利を留保します。この場合、出展者は書面で知らされ、利用可能な

全スペースから別の場所を選択する権利が与えられます。 

8. すべての出展者に公正を期して､ 出展者サービスマニュアルに含まれている博覧会場設計

ガイドラインを厳守しなければなりません。これらのガイドラインは、各出展者が隣接展

示の権利を侵害することなく、割り当てられたスペースを効果的に使用できるように採用

されました。一般に､他の展示の使用を妨害するか、またはそれらへのアクセスを妨げるか、

または通路の自由な使用を妨げる展示は許されません。さらに､ 展示スタッフは､実演者､ 

受付係およびモデルを含め、それらの活動を出展者のブーススペース内に制限することが

求められます。セールスパーソンは博覧会の専門的かつビジネスライクな雰囲気を保つた

めに上品な服装をすべきです。音響、スライド、映画などによるプレゼンテーションは､ 音

量を会話レベルに抑え、隣接出展に不快でない限りにおいて許されます。FMI は眩しい照

明や不快な照明の使用を制限する権利を留保します。 

9. すべての展示は展示期間を通して完全に人員を配置して運営するものとし、カーペットを

含む家具を完備していなければなりません。展示期間中は FMI の書面による許可なく備品

を移動してはなりません。 

10. 不可抗力､ 戦争､ テロリズム､政府の規制、災害、火災、ストライキ、内乱、輸送削減､ま

たは FMI の制御を超えてコンベンションの開催を非合法的､不適切もしくは不可能にする 

その他の類似の理由により、博覧会がキャンセルされ､ 延期され､短縮され､ 別会場に移さ

れ、または中止された場合は、出展者による損害賠償および/または補償の請求額は、コン

ベンションキャンセル保険契約により FMI から弁済される出展者の比例金額に制限される

ものとします。出展者に対する弁済額は､スペースレンタルに支払われた金額を超えること

はできません。 

11. 各出展者は､この博覧会に参加している期間中の健康､ 防火および公共安全に関するすべ

ての法律､条例および規定を承知しています。 このような法律を順守することはすべての

出展者にとって義務であり、出展者が単独の責任を負うものとします。 防火規定により、

陳列材料はすべて耐火仕様でなければなりません。電光板および電気機器は保険業者安全

試験所（Underwriters Laboratories）の規定に従って配線されなければなりません。本博覧会

では炭､木､ 紙または液体燃料で燃焼する機器の実演は禁止されています。さらに出展者は、

各自の展示スペースが米国障害者法およびその実施規定に完全に適合していることを保証

する単独責任を負います。 

12. ダラス・コンベンションセンターの柱､壁､床、天井､備品またはその他の財産には､何物も

掲示したり､ 鋲、クギ、ネジなどで留めたりすることはできません。これらの行為により

コンベンションセンターに生じた損害の修理に要する費用は責任のある出展者に請求され

ます。 
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13. FMI は､何らかの原因で出展者の従業員もしくは財産に発生する損傷､ 損失または損害､に

対しても、出展者にリースされた区域内に立ち入り、または出展者の実演や展示を見物、

観察し、もしくはこれらに参加する人が被る損傷､ 損失または損害に対しても責任を負い

ません。 ただし、そのような損傷､ 損失または損害が FMI の重大な過失もしくは意図的な

違法行為に起因する場合は、この限りでありません。出展者､出展者の契約者およびその保

険会社は、ホール区域への搬入、ホール区域内の移動およびホール区域からの搬出の間に

生じる出展者もしくは出展者の契約者の財産の窃盗､損失または損害において FMI に対抗

する代理人にならないものとします。出展者が非公式契約者を使用する場合において､出展

者は契約者による契約の遂行､契約の条件もしくは規定の違反､ または本契約の遂行にお

ける契約者､その役員､ 代理店､ 従業員もしくは下請業者の行為・不作為から発生し、もし

くは誘発される､損傷(死亡を含む)､ 財産の損害､ または損害の補償が追求されるその他の

害に対するすべての請求､訴訟､ 判決､ 費用および支出に対して、 FMI､ 役員､ 代理店およ

び従業員を弁護し､ 免責し､無害に保つことに同意しなければなりません。ただし、本条に

定める免責は、FMI､ その役員､ 代理店または従業員の単独の過失に起因する賠償責任には

適用しないものとします。 

14. 出展者および出展者の請負業者は、それらの単独の費用と支出により以下の保険に加入し、

本契約期間にわたり維持するものとします。 

a. リース区域内、リース区域上またはリース区域に由来する肉体的損傷または死亡､ 財産

損害､人格権侵害および広告侵害に対する賠償請求を保障する企業総合賠償責任保険。

このような保険は契約賠償責任および製造物賠償責任を含み、1 件当りの賠償責任限度

は$1,000,000 以上とし、協会およびその従業員を被保険者に加えるものとします。 

b. 成文法および雇用者賠償責任により要求される労働者災害保険。保障限度は次の額を下

回らないものとします。 

c. 事故による肉体的損傷 ... 1 事故当り$1,000,000 

d. 病気による肉体的損傷 ... 1 従業員当り$1,000,000  

e. 病気による肉体的損傷 ... 証券総填補限度額$1,000,000 

上記の企業総合賠償責任保険および労働者災害保険は、コンベンションが開催される 

州の容認可能で認可された最高格付けA-,VII以上の保険会社を通して加入しなければなり

ません。出展者は FMI の要求があれば、要求された保険に加入していることを証明する保

険証明書を入手して FMI に提出するものとします。出展者が非公式契約者を使用する場合

において、出展者は記入済みの非公式契約者/内装業者使用申請書､および非公式契約者/内

装業者使用申請書に記載された保険の証拠を FMI に提出しなければなりません。要求があ

れば、全リスク(標準免責に従う)､代替費用評価規定に従う財産補償範囲、および$5,000 を

超えない控除免責の証拠を提出しなければなりません。ホール区域への搬入、ホール区域

内の移動およびホール区域からの搬出の間､出展者および出展者の契約者の全財産は、出展

者の管理支配下にあるものとします。 

15. FMI は、これらの規定に対して博覧会を適切に実施するために適切と考えられる変更､修正

および/または追加を行う権利を留保します。この場合、すべての出展者にかかる変更等に

ついて通知されることを条件とします。これらの規定で特に扱われていないすべての事項

は FMI の決定によるものとします。 

16. 出展者は､連邦著作権法および同法に基づき定められたすべての規定､ならびに不当競争法
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を順守することに対して全責任を負うことに同意します。これには出展者のイベント期間

中に著作物から生じる使用料の支払いも含まれますが、これに限るものではありません。 

17. 組合労働者：出展者はサービス契約者､ ダラス・コンベンションセンターおよび労働組合

の間で有効なすべての契約を守らなければなりません。 

18. 展示フロアでの小売は厳禁です。 

19. 解体： 出展者の陳列物は撤収を準備するために、公式閉会時刻である 2012 年 5 月 3 日（木

曜日）午後 2 時前に解体または梱包してはならない。すべての展示はショーの期間を通し

て完全に人員を配置して運営されなければなりません。 

陳列物 の解体の期限は 2012 年 5 月 5 日（土曜日）午後 4 時とします。この時点で指示な

くブースに残されたすべての陳列物または材料は FMI の裁量で梱包および発送され、これ

に要するすべての費用は出展者に請求されます。 

20. 音楽ライセンス： 出展者は出展者に適用される著作権に基づくすべての制限を順守するこ

とを表明および保証します。これには FMI と ASCAP または BMI の間で結ばれた会議､ コ

ンベンション､ トレードショーおよび博覧会のための音楽上演に関する協定も含まれます

が、これに限るものではありません。出展者はさらに､著作権法に基づき出展者に要求され

る当局の追加のライセンスまたは許可を取得し、またかかるライセンスまたは許可のコピ

ー1 部をショーが開幕する 30 日以上前に FMI イベント管理部に提出できるように準備する

ことを表明および保証します。 

21. FMI は、全展示構成の最終的承認の権利を留保します。 

22. 出展者が上記の規則および規定を順守しないときは、FMI 出展者の積荷､ 契約者または人

員がショーフロアに入ることを許可しません。 

23. 出展者は FMI ショー出展者サービスマニュアルに含まれているサービスガイドライン を

順守する責任を負います。 

24. 出展者は全額を支払わない限り、ブースを設置することは許されません。支払いおよび申

請期限を守らない場合、出展者は FMI ショー・バイヤーズ ガイドから削除されます。 

25. 取付けスケジュールに従い 2012 年 4 月 30 日（月曜日）午後 4 時までにブース取付けを完

了しない出展者は、FMI によって認められた「強制設置」のための労務費を請求されるこ

とがあります。 

26. 出展者は､FMI ショーの日程と重なるビジネス会議､ビジネス関連エンターテイメントまた

はその他のイベントを計画しないことに同意します。かかる会議は予定されているコンベ

ンションイベントの時間外に行うものとし、ショー管理部の承認を得なければなりません。 

27. 展示フロア で写真またはビデオ記録装置を使用することは、FMI の明確な認可および承認

がない限り、常時禁止されています。 

28. 規則の修正： FMI は、これらの規則に対して常時変更､ 修正および追加を行う権利を留保

します。これによって行われたすべての変更､ 修正および追加は､すべての出展者にかかる

変更等が通知されることを条件として、出展者に対して拘束力を持つものとします。これ

らの規定で特に扱われていないすべての事項は FMI の決定によるものとします。 

註：この文章は FMI2012 の Rules & Regulations を翻訳したものであり、原文と訳文に相違が発生した場合には、

 原文が優先されますのでご了承ください。 


